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 木質系炭素の耐火物への応用 
～CaCl2添加により結晶化させた木質炭素のラマン解析～  

平成26年度 研究内容 
背景 目的 

FE-SEMによる微構造観察結果 

外観は天然黒鉛と類似 

木質系炭素は難黒鉛化性炭素に分類され、 
結晶化炭素を得るのは困難 

CaCl2共存下で炭素の結晶化が促進するが回折強度が低い 
この結果について詳細に検討を行う 

STEMによる微構造観察結果 

積層状粒子と 
非積層状微粒子が存在 

顕微ラマン分光法について 

Gバンド 
 1580cm-3に現れるピーク 
 C-C結合に由来 

Dバンド 
 1350cm-3に現れるピーク 
   構造欠陥・歪みに由来 

炭素材料でDバンド、Gバンドが異なる 
 
黒鉛化度：IDバンド/IGバンド 
 
Dバンドが低く、Gバンドが高いほど 
結晶性が高い炭素となる 

1600°C以上の熱処理で、DバンドとGバンドが明確に区別可能(結晶化が促進) 
1.36mol⋅L-1-CaCl2水溶液を含浸し、1800°Cで熱処理することで構造欠陥が減少 

CaCl2共存下で結晶化した木質炭素は構造欠陥の多い炭素であり、回折強度が低い 
30 µm粒子が結晶性炭素、 
30nm微粒子が非結晶性炭素の可能性 


	スライド番号 1

